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図書館便り・お知らせ ２０２２年１号 
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 ― 図書館 来てね！―  

＜ 四月
わ た

一日
ぬ き

 ＞ こんな読み方もできます 

＊綿抜

わたぬ

き・ 綿 貫

わたぬき

とは、「解 明 物

ときあけもの

に同じ。解明物とは、綿入れの綿を抜いて袷に縫いなおしたもの。

綿 抜

わたぬき

の 朔

つい

日

たち

とは、（衣更えをして 袷

あわせ

を着ることから） 陰暦の四月一日の称」（『広辞苑』）  

＊袷とは、「合わせ衣の意で、裏をつけて仕立てた着物のこと。綿入れの綿を抜いた袷を綿抜といっ

た。→春袷（春）・秋袷（秋）。」（『俳句歳時記』） ⇒袷の季語は、夏です 

 

「犬や猫の本の紹介」

 

 
＊通用門の桜は、満開です。今朝の雨に濡れ、はや散り始めました。本日は、花冷えです。＊図書館

から見える、河川敷の土手には、辛子菜の花が咲いています。雉が見えます。＊もうすぐ八重桜は、花

ひらきます。始業式がまちどおしいです （４月１日撮影）  

＜ 博物館・美術館紹介 ＞ 

 
＊（東京国立博物館・平成館）「ポンペイ展」は、美術展とは違う歴史展です。「ポンペイ最後の日」

が、私には、いつか来る大地震や富士山の大噴火と重なりました。備えあれば憂いなしですね 

・（本館５月８日まで）「空也展」・常設展見学をお薦めします。空也上人像が小柄でびっくりしました 

・（平成館５月３日から）「琉球展」です。「沖縄の歴史と文化」に出会う沖縄県復帰５０年の特別展です 

＊（東京都美術館）「フェルメール展」。25，26 歳頃の作品といわれる「窓辺で手紙を読む女」の壁に

は、キューピットがいました。こんな発見、そして修復もできたのですね！ 手紙はまさしく恋文でした 

 


